
1

エコアクション２１

環境活動レポート

第14版(2022年度)

2023年7月18日作成

興 梠 建 設 合 資 会 社



表紙 1

目次 2

1.事業概要 3

1）　事業者名及び代表者名 3

2）　所在地 3

3）　環境責任者 3

4）　連絡先 3

5）　対象範囲  　 3

6）　事業規模 3

7）　推進組織図 3

2.環境方針 4

3.環境目標 5

4.環境目標の実績 5

５.環境活動計画と取組結果、及びその評価 6

６.次年度の環境目標と活動計画 7

７.環境関連法規制等の遵守状況の確認及び評価の結果 8

並びに違反、訴訟の有無

８.代表者による全体評価と見直しの結果 8

【 目 次 】

(2)



1.事業概要

1）　事業者名および代表者名

興梠建設合資会社

代表社員　藤原　宣弘

2）　所在地

〒882-1102

宮崎県西臼杵郡高千穂町大字押方577番地

3）　環境管理責任者

ＥＡ-21責任者：　藤原 希代子

4）　連絡先

連絡担当者：　藤原 希代子（ＥＡ-21責任者）

ＴＥＬ： 0982-72-4733

ＦＡＸ： 0982-72-6969

Ｅ-ｍａｉｌ： korogi21@beach.ocn.ne.jp

5）　対象範囲（認証・登録範囲）

・対象組織（全社、全組織）

本社：宮崎県西臼杵郡高千穂町大字押方577番地

倉庫：宮崎県西臼杵郡高千穂町大字押方577番地31

土場：宮崎県西臼杵郡高千穂町大字押方

・対象活動（事業活動）

建設業【土木工事業、とび・土工工事業、管工事業、舗装工事業、解体工事業】

・運用期間

2022年5月1日～2023年4月30日

6）　事業規模

7）　推進組織
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２.環境方針

『基本方針』
　興梠建設合資会社は、緑豊かな神話の里にあり、この自然と高千穂の風景を

次世代へ引き継ぐ為に、積極的に全社員一丸となって、環境保全に取り組みます。

『行　動　指　針』
1.　当社は事業活動を通じて環境経営ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄｼｽﾃﾑを構築し、環境目標、

　　環境活動計画を定め、環境経営の継続的な改善に努めます。

２. 以下の事項を重点項目として、優先的に取組みます。

① 電力・燃料の消費に伴う二酸化炭素排出量の削減

② 資材の省資源、廃棄物の適正処理、再生資材の利用促進

③ 節水活動

３. 創意工夫や新技術活用による効率的施工、及び周辺環境に配慮した

　　施工に努めます。

４.　環境関連法規制等を順守します。

５.　環境方針は、全従業員に周知徹底し、社外一般へ公表します。

制定日

改定日
改定日  令和  2年5月  1日

環　境　方　針

平成21年3月18日

平成27年5月20日

興 梠 建 設 合 資 会 社

代表社員

藤原　宣弘



3.環境目標

当社の環境目標は、過去の実績より以下のような目標を設定いたしました。

1）　環境目標

※電気及び水消費量は会社施設を貸し出したため、2020年度の実績を基準値としています。
※一般廃棄物は、分別後の最終処分量の削減を目標とします。
※PRTR制度に該当する化学物質の使用はありません。

4.環境目標の『実績』

環境目標に対する達成状況は以下の通りです。
1.実績値は、2022年度運用期間（2022年5月～2023年4月）の1年間です。

・電気の二酸化炭素排出係数は令和2年9月公表の九州電力調整後排出係数0.347です。
・事務所と現場の灯油消費量を含む全社の二酸化炭素総排出量は 28,094.3 kg-CO2でした。

全社

目標
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20.5

10,63610743

基準比１%削減

環境活動計画の遵守活動計画の遵守
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社
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社
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軽油
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合計

20.3

3.水使用量の削減
本
社

事務所

事務所

1.二酸化炭素排出量の削減

４．自らが施工する土木
建築物の環境性能の向
上、ｻｰﾋﾞｽの改善

取組項目

141.6
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現場
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一般廃棄物
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3.水資源使用量の削減(㎥)

事務所
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95%建設副産物

○3,334
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○
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2.一般廃棄物の削減と
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軽油(L)

○
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×

×

○
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1,804

36.1%
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5.環境活動計画と取組結果、及びその評価

項　目 活動実施項目 評価

①不要箇所や昼休みの消灯 ○

②空調の適温化
　　（夏28℃程度・冬23℃程度） ○

③照明器具の定期的な清掃 ○

①エコドライブの徹底 ○

②各現場への相乗りの実施 ○

③忘れ物による折り返し運転の
防止徹底

○

①重機類のﾌﾙﾊﾟﾜｰ操作を抑える ○

②車検、特定自主検査の実施 ○

①コピー用紙の再利用の徹底 ○

②ゴミは分別し指定の処分方法に
て処分する

○

①資材の過剰注文の禁止 ○

②現場廃棄物の分別廃棄を推進
する

○

①蛇口の閉め忘れ防止 ○

②定期的な漏水の点検 ○

①創意工夫で工期短縮を図る ○

②騒音・振動・粉塵対策を実施す
る

○

③工事着工前の地域住民へ説明チ
ラシ配布を行う

○

７.環境に優し
い施工の推進

１．電気使量
     削　減

２. ガソリン
消費量の削減

３.軽油使用量
の削減

４.一般廃棄物
の削減

５．建設副産
物の再利用促
進

６. 水資源使
用量の削減

社内での水使用は飲料とﾄｲﾚ洗浄くらいで少な
い。又、全ての蛇口を閉めて水道メーターの動き
を確認する方法で漏水の点検を実施しているが、
会社の施設を一般に賃貸している為、水使用量の
削減目標が難しく今後の課題。(ﾒｰﾀｰは1個)

現場毎の状況に応じた騒音・振動・粉塵制御など
の対策を講じている。また、民家近くの工事で
は、事前に工事概要の説明チラシを配布したり、
直接説明したりして、地域住民とのコミュニケー
ションを図っている。工期短縮については、常に
意識して取組んでいるが自然環境が相手であり、
天候等に左右される事が多く、全ての現場の工期
短縮とはならなかった。

実施状況とその評価

不在箇所の消灯や定期的な蛍光灯の清掃、ｴｱｺﾝ使
用の抑制などで節電を図ったが、熱中症対策やｺﾛ
ﾅｳｲﾙｽ対策等でやや夏場の電気使用量が増加し
た。又、年度末の事務作業増などで、電気消費量
が増加して目標達成が90.9％となったが、事務所
での節電は徹底出来ていると判断します。

近場の現場が多かったこと等で、現場のガソリン
消費量は128.9%の達成となったが、事務所は年末
年始と年度末にかけて打ち合わせ等が増えてやや
目標をｵｰﾊﾞｰした。ただ、エコドライブや忘れ物
による折り返し運転撲滅等の推進は出来ている。

治山工事や河川工事などがあったが、大型重機使
用が基準年に比べて比較的少なかった事が大きな
要因となって軽油消費量は232.9%の達成となっ
た。重機のﾌﾙﾊﾟﾜｰ操作の抑制や特定自主点検等
は、定着している。

事務所から排出される廃棄物はほとんどがｺﾋﾟｰ用
紙などの紙類であるが、ｺﾋﾟｰは両面・集約・縮小
ｺﾋﾟｰ等、出来るだけ枚数削減に努めた。また、裏
紙使用も推進したが、年度末の事務作業増に伴っ
て廃棄物がやや増加してたが104.2%の目標達成と
なった。

資材発注時に過剰に注文しないよう、こまめな発
注に心がけたが、今期発生の廃棄物は、ﾗｽ金網が
入ったｺﾝｸﾘｰﾄ塊やｶﾞﾚｷ類が発生した為、再資源化
率は36.1%。
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６.次年度の環境目標と活動計画

項　目
２０２3年度

目標
活動内容

二酸化炭素排出量
の削減

44,270
kg-CO2

省エネ・省資源活動の推進

①不要箇所や昼休みの消灯

②空調の適温化(夏28℃程度、冬23℃程度)

③照明器具の定期的な清掃

①エコドライブの徹底

②各現場への相乗りの実施

③忘れ物による折り返し運行の防止徹底

①重機類のフルパワー操作を抑える

②車検、特定自主検査の実施

①コピー用紙の再利用の徹底

②ゴミは分別し指定の処分方法にて処分する

①資材の過剰注文の禁止

②現場廃棄物の分別廃棄を推進する

①蛇口の閉め忘れ防止

②定期的な漏水の点検

①創意工夫で工期短縮を図る。

②騒音振動粉じん対策を実施する

③工事着手前の地域住民へ説明・ﾁﾗｼ配布を行う

環境活動内容は、試行錯誤しながら取り組んだ結果、次年度も前年度の取組の

継続をするが、社会の情勢や会社の状況など変化があった場合は、適宜見直していく。

環境活動計画の
遵守

1１,272
kWh 以内

1,555 L(事務所)
4,252 L(現場)

以内

1０,421 L 以内

20.0 kg
以内

95%

基準値(141.6
㎥) 以内

１．電気使用量削減

７.自らが施工する
土木建築物の環境性
能の向上、サービス
の改善(環境に優し
い施工の推進)

２. ガソリン消費量
   の削減

３.軽油使用量の削
減

４.一般廃棄物の削
減
　(最終処分量の削減)

５．建設副産物の
  再資源化率向上

６. 水資源使用
   量の削減
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7.環境関連法規制の遵守状況の確認及び評価の結果、
　　　　　　　　　　　　　　並びに違反、訴訟の有無

・施工現場の地域住民や発注機関等からのクレームはなかった。

・環境関連法規制についてはWebの閲覧や協会情報等で、最新の情報になるよう努めています。

・電話の応対やお客様への接客もきちんとしていた。

・定期的な遵守状況確認の結果、違反や訴訟等はありませんでした。

・当社の事業活動に関係する主な環境関連法規は以下の通りです。

①建設リサイクル法

②産業廃棄物処理法

③騒音規制法

④振動規制法

⑤フロン排出抑制法

⑥浄化槽法

以上の関連法規の適用範囲や適用条件・条項は、別途把握して順守しています。

8.代表者による全体評価と見直しの結果

２００９年５月からエコアクション２１環境活動に取組み始めて１4年が経過し、社員の環境意識は

非常に高くなっています。　　特に、資材置場や現場での整理整頓、アイドリングストップ等の

省エネ活動等に積極的に取組んでいます。　　ただ、建設現場の環境負荷は現場の内容に

大きく左右され、全員で取り組んだ結果が数値に現れない事が多くありますが、この活動は

僅かながらでも地球環境負荷の削減に貢献しているのだと言う想いを持ち、全社一丸と

なって継続的に取り組む所存です。
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